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要
件
緩
和
で
建
て
替
え
促
す

I老いるマンション・団地 I
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法制審が素案、来年法改正へ

ク
ト
開
発
部
H
―
え
（
推
進
グ
ル

ー
プ
、
小
林
亮
太
課
良
代
理

は
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
菌

え
決
額
は
、
磁
後
の
数
％
の

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
競
え
改
ー
案
を
提
出
す
る
見
迎
し
賀
成
取
り
付
け
に
労
力
を
裁

-

]

決

議

は

要

件

を

「

所

在

不

明

だ

。

や

す

。

要

件

を

引

き

下

げ

る

i

―
者
を
除
く
4
分
の
3
の
賢
政
府
が
こ
―
っ
し
た
策
を
睛
意
味
は
大
き
い
」
と
臨
る
。

要

成
」
に
引
き
下
げ
る
。
胄
じ
醤
由
は
、
建
物
と
住
民
讐
替
え
に
伴
一
員
の

法
は
所
有
者
全
口
の
5
分
の
の

「老
い
」
を
背
景
に
、
集
黄
用
負
担
を
輯
く
す
べ
き
と

必
4
の
慧
成
が
必
要
で
、
所
在
合
繕
の
履
滑
な
管
理
や
再
の
息
誓
。
不
動
産
大

不
明
者
は
反
対
票
に
数
え
る
生
を
決
め
に
く
い
事
例
が
多
手
幹
部
は
「
新
た
に
販
売
で

N-
た
め
合
慕
揺
し
か
っ
た
。

＜
生
じ
て
い
る
か
ら
だ
。
喜
昔
を
置
忍
た
め

n且
1
つ
の
敷
叫
内
に
椒
数
の
国
交
省
に
よ
る
と
、
築
4
0
に
、
建
て
督
え
物
件
の
容
栖

i

建
物
が
建
つ

「団
地
」
の
建
年
以
上
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
率
を
2
倍
程
度
緩
和
す
る
策

•

て
赫
え
に
つ
い
て
も
決
覇
要
は
4
2
年
末
に
は
認
年
末
の
る
な
ど
が
要
る

」
と
話
す
。

件
を
緩
和
す
る
。
国
土
交
通
：
5
倍
に
当
た
る
4
4
5
方
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
替
え

1
 

0一
省
に
よ
る
と
団
坤
は
全
匿
竺
巴
に
増
加
す
歪
見
込
み
だ
る
揚
合
は
新
し
い
建
物
を
従

"
"
言
―
3
0
0
0
ほ
ど
あ
り
、
全
人
住
民
の
商
齢
化
も
進
ん
で
お
来
よ
り
大
き
く
す
る
の
が
＿

庸

口
の
1
割
租
度
が
開
住
す
り
、

1
9
7
9年
以
前
に
完
般
的
だ
。
広
げ
た
留
新
た

兎
団
地
を
建
て
覧
魯
成
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
裔
帯
な
所
有
者
に
完
却
し
、
そ
の

机

合
は
団
辿
食
奢
椋
の
決
芸
硲
ょ
そ
半
数
が
筏
翌
お
金
甕
醤
に
回
す
こ
と

廿

議

の

両

方

が

必

要

に

な

る

。

上

だ

。

で

既

存

の

所

有

者

の

負

担

を

政
府
は
塁
を
も
と
に
識
眉
窟
建
五
完
璽
抑
冬
つ
れ
唸
容
顎
率
い
っ

費

｀
め
、
2
0
2
4
年
の
畠
押
し
す
る
効
果
を
恕
定
ぱ
い
ま
で
使
っ
た
物
件
で
は

殿
吊
国
会
に
区
分
所
有
法
の
す
る
。
東
京
建
物
プ
ロ
ジ
ェ
こ
の
法
は
使
え
な
い
。




